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現代

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
九
月
二
十

た
か
ま
つ
の
み
や

三
日
、高
松
宮
ご
夫
妻
の
ご
臨
席
の
下
、「
産

業
と
防
衛
大
博
覧
会
」（
小
松
博
）
が
賑
々

し
く
開
会
し
た
。

こ
の
博
覧
会
は
、
小
松
空
港
と
航
空
自
衛

隊
小
松
ジ
ェ
ッ
ト
基
地
完
成
を
記
念
し
て
挙

行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
年
の
市
議
会

で
「
地
方
自
治
体
の
防
衛
博
開
催
は
前
例
が

な
い
」、「
民
間
の
航
空
と
ジ
ェ
ッ
ト
基
地
の

併
用
そ
の
も
の
が
危
険
で
あ
る
」
等
の
批
判

が
相
次
ぎ
、
開
会
そ
の
も
の
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

し
か
し
和
田
傳
四
郎
市
長
は
、
戦
時
中
か
ら

の
「
空
の
大
小
松
構
想
」
実
現
の
た
め
に
は
、

空
港
と
基
地
の
「
併
存
」
し
か
な
い
と
考
え
、

市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
、
小
松
博
の

開
催
を
主
張
し
、
一
歩
も
譲
ら
な
か
っ
た
。

実
際
、
末
広
体
育
館
を
中
心
と
し
た
博
覧

会
会
場
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
館
、
電
力
館
、
特

設
大
噴
水
等
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
他
に
、
陸
海

空
自
衛
隊
の
各
種
近
代
兵
器
が
ず
ら
り
と
展

示
さ
れ
、
さ
ら
に
初
日
に
は
航
空
自
衛
隊
の

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
も
披
露
さ
れ
、
名
実
と

も
に
「
産
業
と
防
衛
」
の
博
覧
会
と
な
っ
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
場
外
で
の「
賛
否
両
論
」

を
よ
そ
に
、
小
松
博
は
爆
発
的
な
人
気
を
呼

び
、
会
期
四
五
日
間
の
入
場
者
数
は
延
べ
五

一
万
一
三
五
一
人
、
遊
具
利
用
者
八
万
五
八

四
一
人
、
駐
車
バ
ス
が
五
〇
六
〇
台
、
タ
ク

シ
ー
・
ハ
イ
ヤ
ー
が
一
万
三
二
〇
四
台
に
上

り
、
入
場
者
に
対
す
る
売
り
上
げ
総
額
が
五

四
六
万
五
円
、
そ
の
他
の
収
入
を
加
え
て
計

九
四
二
五
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
小
松
商
店
会
連
盟
で
は
こ
の
小
松

博
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
よ
う
と
「
ミ
ス
小
松

博
」
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
投
票
の
結

果
は
、
島
中
菊
江
（
今
江
）、
北
野
ま
り
子

（
八
日
市
）、
谷
口
君
子
（
粟
津
）、
南
野
康
子

（
三
日
市
）、
串
岡
み
え
子
（
西
町
）
の
五
名

が
当
選
し
た
。
彼
女
た
ち
「
ミ
ス
小
松
博
」

に
ぎ

小
松
防
衛
博
覧
会
の
賑
わ
い

7

起工式に臨む和田市長（『小松・加賀・能美 今昔写真帖』より）
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は
、
大
会
前
の
九
月
中
旬
に
は
飛
行
機
で
名

古
屋
中
日
球
場
を
訪
問
し
、
抽
選
で
選
ば
れ

た
一
般
市
民
五
〇
人
と
野
球
観
戦
し
、
大
会

開
催
中
は
各
会
場
の
顔
と
し
て
各
パ
ビ
リ
オ

ン
に
花
を
添
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
平
野

優
）

7

スチュワーデススタイルの小松博のキャラバン隊出発式（『小松市制50周年記念誌』より）

家族づれや若者たちで賑わう第1会場（『小松・加賀・能美 今昔写真帖』より）
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